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高浜原発３号機の再稼働強行に抗議し、速やかな停止を求める 
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 関西電力は６日、今年５月の高浜原発４号機の再稼働に続き、３号機のプルサーマル発

電のため再稼働を強行した。これは、多くの府民の反対の声に背をむけ、また避難計画の

実効性も担保されないままの再稼働強行であり断じて許されず、厳しく抗議するものであ

る。 

 そもそも高浜原発３号機は、大津地裁の運転差し止め仮処分決定により、昨年３月に稼

働中の原発の運転停止が初めて実現されたものでる。その後、関西電力が異議を申し立て

たが、同年７月に異議は再び却下された。その際、「新規制基準をクリアしたからといって

安全と言えない」と厳しく批判されており、その後も何ら解決されていない。 

その上、高浜原発でひとたび大事故が発生すれば、放射能が福井県はもとより、京都府

民、さらには近畿の水源・琵琶湖をかかえる滋賀県も含め、放射能の影響は関西一円に及

ぶこととなる。このため、2015年 12月には、高浜原発の 30キロ圏にある宮津市議会が「高

浜原発３、４号機の再稼働に反対する意見書」を可決し、また滋賀県知事も高浜原発４号

機の再稼働直後に「再稼働を容認できる環境にない」と県民の不安の声を代弁していると

ころである。 

一方、山田京都府知事は、安全対策の徹底を求める立場以上に、再稼働そのものについ

ては何ら語らないことは問題で、山田知事は再稼働の中止を求めるべきである。 

東日本大震災と東京電力福島第一原発事故からまもなく６年３ヶ月が経過するが、「原発

事故さえなければ」との悲痛な声にこそ、政府と電力事業者は耳を傾けるべきである。と

ころが、安倍内閣は原発の再稼動を推進していることは極めて重大である。 

京都府民の命と安全に重大な危険をもたらす、高浜原発３．４号機の再稼働は直ちに中

止するとともに、同１．２号機の稼働延長を許さず、原発ゼロの実現を強く求めるもので

ある。 

以上 


